
                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

活き活きと 家庭教育学級 開催中 

 
 
 

  
 
  

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いいかも」 

こちらから 

 

 町行事参加型＋体験活動参加型   ～家族の大切さ～ 

御嵩町家庭教育学級合同  
ふれあい人権子育てコンサート 

♪うたっておどって親子 DE はっぴぃ♪ 
わくわく ファミリー コンサート 

開催日時：令和７年 6 月２８日（土） 
１３：３０～１５：００ 

場  所：御嵩町中公民館 ３階ホール 
参 加 者：大人１０３名 子ども９３名 

講師 
新沢としひこ氏 

シンガーソング 
ライター 

中部学院大学 
客員教授 

代表曲の『世界中の
こどもたちが』は、
小学校の教科書に採
用。数多くの CD や
楽譜集、児童文学・ 
絵本などを出版。 

講師 
山野さとこ氏 
ファミリーソング

シンガー 

京都西山短期大学
客員教授 

幼稚園免許・ 

保育士資格有 
童謡・アニメソン
グ歌手の第一人者

として活躍。 

・親子で一緒に歌える歌やコーラスできる歌、じーんと心に響く歌等、90分があっという間に感じる楽しいコンサートでした。また是 
非、御嵩に来ていただきたい。一人でも多くの子ども達に参加してほしい。 
・歌ったり身体を動かしたり、様々な参加の仕方があって楽しかった。新沢さんの歌がとても好きで、生で聴いて感動し、また今日か 
ら、明日から頑張っていこうと思った。 
・ファミリーコンサートを楽しみにしていました。0歳児の子と一緒に童心に返り楽しむことができました。 
・歌のパワーはすごいなと感じました。思春期の娘と一緒でしたが、始まるまでは「赤ちゃんとか小さい子のやつ？」とバカにしていま 
したが、始まるとじっと見つめていました。来てよかった。 
・こういう会があると保護者同士の交流もでき、いいかなと思いました。御嵩町は、まだまだ大丈夫！        ＜参加者より＞ 
 

このお二人によるコンサートの計画が持ち上がったのは、７年も前のこと。ところが、初年度は警報発令のため中止、その
翌年からはコロナ禍に突入。なかなか実現できなかったコンサートが、今年度、念願かなってついに！会場は大いに盛りがり
大人も子どもも心から楽しんでおられました。関係の皆様、本当にお疲れ様でした。 （取材メモより） 

 

一緒に歌い手拍子を入れ、次第に聴く
人の心がほぐれていきました。自然な掛け
合いも出てきました。会場は、温かな空気
と感動でいっぱいになりました。 ♪♪♪ 

可茂県事務所 振興防災課  

〒505-8508 

美濃加茂市古井町下古井 2610-1 

TEL：0574-25-3111  内線 208 

FAX：0574-25-3934 

家庭教育推進専門職 安田   

 

可茂地区家庭教育学級応援通信 

令和７年度可茂地区トレジャーワード 

 育もう豊かな感性 ～泣いて、笑って、ともに歩もう～ 

美濃加茂市・可児市・坂祝町・富加町・川辺町・七宗町・八百津町・白川町・東白川村・御嵩町 

 

ワーク・ライフ・バランス思考で、 

楽しく豊かな子育てを！ 

令和７年度
７月号 No.４ 

 

このコンサートは、御嵩

町の 0 歳児学級、乳幼児学

級、幼稚園・保育園、小学

校、中学校の家庭教育学級

の皆さんを対象に毎年開催

しているものです。親御さ

んも子ども達も。楽しみに

しておられます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 開級式（園庭にて）※司会：主任保育士さん 
(1)学級長さん挨拶  

１年間よろしくお願いいたします！ 
  (2)園長先生のお話 

  日頃、散歩をすることは少ない。交通ルールを確 
認しながら歩いていただけるとよい。   

(3)川辺交番長さんのお話 
   親子で交通ルールを守る勉強。歩きながら一緒に 

確かめましょう。 
２ 交通安全教室 （園周辺の歩道を、親子で歩きます。年少・年中・年長さんごとに歩く距離

は、少しずつ違います。）  
 第３こども園の「横断歩道を渡る時のかけ声」確認 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ うちわ作り 
  夏祭りで使う「手作りうちわ」を親子で仕上げます。祭りで屋台やコーナーを回ると、うち

わの裏面にスタンプを押してもらいます。それぞれに工夫を凝らし、素敵な１枚が完成！ 
 

川辺町 第３こども園 
開級式・交通安全教室・うちわ作り 

開催日時：令和７年６月１３日（金）９時～１１時 
場  所：第３こども園 園庭・園周辺（歩道） 

各教室 
参 加 者：約１００名  素敵なうちわができたよ

～！ 

川辺交番長さんより 

〇交通ルールは繰り返し確認すること

が大切！ 

〇チャイルドシートは必ずつけよう！ 

園行事参加型 ＋ 体験活動参加型  ～命・社会のルール～ 

わたしは かならずとまります  
みぎよし ひだりよし みぎよし わたります 

⇒  手を上げて GO！ 

横断歩道は手を上げて ラインの内側を歩きます スタンプを押してもらいます 

 保護者の方の「もとに戻したい」という発案で、久しぶりに外に出ての交通教室が開催されたとの
ことです。「在宅もいいのですが、やはり皆で集まって活動することに意味があるのでは。」という学
級長さんの意欲的な言葉も印象的でした。この日は、親子で道路に出て、歩きながら、その場で交通
ルールを確認し合いました。両親揃っての参加やお父さんの参加も多くみられました。「都合がつけば
できるだけ来るようにしています。」と、取材に笑顔で答えてくださいました。 （取材メモより） 

夏祭りが 
待ち遠しいね！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１ 本日のメニュー 

（※出席確認やアンケートは、「すぐーる」にて実施） 
 ➀１０：３０～１２：００ 情報モラル教室 
   「メディアの長時間使用による成績・脳・睡眠への影響」 

～スマホやネットの使い方を考えよう～ 
  講師：岐阜大学医学部看護学科地域看護学分野 田村 晴香 氏 
 ➁１２：１０～１２：４０ 給食試食会  ➂１２：５０～１３：３０ 大豆の種まき  
 ➃１３：４０～１４：２５ 親子レク      ➄１４：３５～１４：４０ 合唱披露      

➅１５：００～１５：５０ 学年懇談会 
２ 取材させていただいた➂と➃について紹介させていただきます。 

【大豆の種まき】 ワークスペース・技術室 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
約半年かけて大豆の生育を見守ります。水やり、草取り等を、中学生や保護者、地域の方のボラン 

ティア（豆サポーター 通称豆サポ）の力を借りて、世話を続けます。 
【親子レク ぼっちゃ＆モルック】 体育館・ワークスペース  
生徒の司会でレクが始まりました。保護者にルールを教える姿、笑顔でふれあう姿がたくさん見ら

れました。 

学校行事参加型 ＋ 体験活動参加型  ～自制心・善悪の判断・命の大切さ
～  

開催日時：令和７年６月２３日（月）１０時～１６時 

場  所：黒川中学校 ワークスペース・英語科教室 技術室 

参 加 者：保護者 約２５名（黒川小の保護者も一部参加） 

白川町立黒川中学校 
 ～情報モラル教室・給食試食会・大豆の種まき・親子ぼっちゃ＆モルック～ 

小・中合同開催のもの、親子で一緒
に取り組むもの、地域の協力をいただ
いたもの等、本日の家庭教育学級は、
内容盛りだくさんでした。楽しく充実し
た一日です。 

今年度の家庭教育学級は「食」を中心にしたい、『作る』だけ『食べる』だけでなく、それを組み合わせ一連のものとして学

びたい、子ども達にも学ばせたい、黒川の食の魅力を伝えたい。そんな願いで、本講座を計画しました。収穫後の味噌作り、そ

して食べるまで、約一年をかけての取組ですが、親子で楽しみに、張り切って行いたい。（学級長さんより） 
 

白川町有機ハートネット 
理事さんの説明 

大豆の種をまきます 

 大豆は「福鉄砲」といい、地元の農家
に３０年以上伝えられている品種です。 

今年度、中学校の学級長さんと小学校の学級長さんが知り合いだったことから、小中合同開催の話が持
ち上がったそうです。一小一中の地区であり、以前から長期休業日を利用した在宅取組等を一緒に行ってい
た経緯もあり、本日の会の開催も容易だったとのこと。「黒川地区は、皆で学ぶ土壌がとても豊かなところで
す。」と言っておられました。近年、移住される方が増えており、中学校の家庭教育学級長さんは、移住者のお
一人とのことです。学校や地域に溶け込み、大活躍されていました。 （取材メモより） 
 

一つのポットに大豆を一粒
ずつ蒔きます。 

芽が出るまでしばらく待ち、その
後、定植します。（畑に植え替え） 

 

ポットがずらり！ 
 



 
                      
 

 

  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 

 

＊補助金について 

国は、昭和３９年（１９６４年）年度から、この家庭教育学級に対して、その経費の一部

を補助する支援を行ってきた。 

＊平成 1５（２００３）年度をもって、国からの補助金は、廃止された。 

＊岐阜県では、家庭教育学級の重要さを鑑み、県や市町村がその経費の一部補助を継続し活 

動を推奨してきた。 

 

 

 

「家庭教育支援」の歴史 
 平成１６年度より「家庭教育支援総合推進事業」が始まる！ 
 家庭教育学級の奨励を含む家庭の教育力の向上に向けた総合的な取組 
 家庭教育に関する様々な学習の機会や相談の機会、情報の提供を行う 
     「子育てサポーター（リーダー）」等の育成や支援 
     「家庭教育手帳の作成と配付 
     「家庭教育支援チーム」の設置 

「家庭教育学級」の歴史 
教育委員会等が家庭教育に関する学習の機会を計画的に提供する事業として始ま

る。             
文部省（当時の）の家庭教育学級開設奨励策を受け、岐阜県においても昭和３９

年度から学級の開設が進められた。当初は、公民館講座として行われた。 

昭和４６年時点において 
 家庭教育学級は、県内の多くの小中学校で開設され、活発に活動していた。この
頃より、「乳幼児期の教育」についても注目されるようになった。 

        岐阜大学地域協学センター 益川 浩一氏の調査研究より 

「家庭教育学級」及び「家庭教育支援」について 

              

                            

        
                 

                 

                  

文部科学省 令和５年度 家庭教育支援推進のための調査研究より 

リーダー研修会アンケートより 
「家庭教育学級の歴史は？どのように継続されてきたの？」等、質問にお答えします！ 

家 

庭 

教 

育

」 

学

」 

級

」 

悩み多き子育て中の保護者の皆さんの不安を少しでも小さくし負担を少しでも

減らすために… 

岐阜県や各市町村では、子育て支援・家庭教育支援のための施策 

に力を入れています。「家庭教育学級」はその取り組みの一つ！ 一番の 
目的は！ 


